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今月のトピック 

・豊かな自然を守る森林保護員 

（グリーン･サポート･スタッフ） 

国民の森林・国有林 
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沼ノ原

は
じ
め
に

今
回
は
、
国
有
林
内
で
活
躍
す

る
森
林
保
護
員
（
グ
リ
ー
ン･

サ

ポ
ー
ト･

ス
タ
ッ
フ
、
以
下
Ｇ
Ｓ

Ｓ
）
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｇ
Ｓ
Ｓ
は
、
平
成
18

年
に
始

ま
っ
た
制
度
で
す
。

北
海
道
国
有
林
で
は
短
い
登
山

シ
ー
ズ
ン
に
多
数
の
入
り
込
み
者

が
集
中
し
、
歩
道
や
植
生
等
の
荒

廃
、
避
難
小
屋
周
辺
の
糞
尿
問
題

な
ど
が
近
年
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
対
策
を
行
う
た
め
に
、

全
道
の
9
地
域
で
、
総
勢
17

名

（
今
年
度
）
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
が
5
月
～

11
月
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

G
S
S
の
主
な
活
動

・
入
り
込
み
者
が
集
中
す
る
国
有

林
で
面
的
に
広
く
パ
ト
ロ
ー
ル

・
巡
視
に
よ
り
植
生
荒
廃
な
ど
が

見
ら
れ
な
い
か
確
認

・
利
用
者
へ
の
指
導
・
啓
発
活
動

・
植
生
保
護
対
策
等
の
実
施

・
簡
易
な
補
修

恵庭岳

入り込み者に登山ルールと
マナーの啓発活動を行っています。

こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
具
体
的
な
活

動
状
況
は
、
左
の

コ
ー
ド
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

黒岳のコマクサ

Q
R
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緑岳の第一お花畑

登山道のステップづくり

神仙沼

オンネトーと雄阿寒岳・雌阿寒岳

暑寒別岳

十勝連峰利尻富士

知床連山

レブンアツモリソウ

シードトラップによる
ドングリ調査

利用者が多い歩道沿には、
高山植物の保護や侵入防止
のためにロープを張ってい
ます。

登山道の笹の刈り払いや

倒木の処理、ステップ修理、
看板の整備なども行ってい
ます。

世界遺産の知床では、環
境保全以外にもドングリ調
査などのモニタリング調査
も行っています。
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は
じ
め
に 

 

根
釧
東
部
森
林
管
理
署
は
、

道
東
の
根
室
市
、
別
海
町
、

中
標
津
町
、
標
津
町
、
羅
臼

町
（
１
市
４
町
）
に
広
が
る

約
10

万
６
千
ha

の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
世
界

自
然
遺
産
の
知
床
半
島
の
南

面
部
、
羅
臼
岳
を
含
む
自
然

豊
か
な
山
岳
、
ま
た
広
大
な

根
釧
台
地
に
編
み
目
の
よ
う

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
格
子
状

防
風
林
な
ど
景
観
優
美
な
森

林
が
広
が
り
ま
す
。 

地
域
の
課
題 

 

根
室
地
域
の
基
幹
産
業
は

水
産
業
や
酪
農
業
で
あ
り
、

林
業
就
労
者
の
確
保
に
は
地

域
の
森
林
整
備
を
担
う
事
業

体
も
大
変
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
現
在
林

業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
に

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
す
。
こ
の
た
め
当
署
で

は
「
地
域
に
適
し
た
伐
採
及

び
造
林
に
お
け
る
低
コ
ス
ト

作
業
の
普
及
・
定
着
」
を
目

標
と
し
て
、
特
に
機
械
化
が

困
難
な
造
林
作
業
の
労
働
負

荷
を
軽
減
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 造

林
作
業
の
う
ち
、
植
付

け
・
下
刈
り
は
、
作
業
適
期

が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
植

付
け
の
省
力
化
が
可
能
な
コ

ン
テ
ナ
苗
の
活
用
が
有
効
と

考
え
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
度
の
取
組 

 
そ
こ
で
当
署
で
は
平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
伐

採
と
大
型
機
械
地
拵
の
一
貫

作
業
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植

栽
し
て
い
る
箇
所
に
プ
ロ
ッ

ト
を
設
定
し
て
、
大
型
機
械

地
拵
に
よ
る
下
層
植
生
の
回

復
状
況
、
広
葉
樹
等
の
天
然

更
新
の
状
況
、
カ
ラ
マ
ツ
と

ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
の
成
長
比

較
な
ど
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
苗

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
下

刈
り
回
数
の
見
直
し
に
向
け

た
影
響
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
一
年
目
の
下

刈
り
は
下
層
植
生
の
草
丈
が

苗
木
丈
を
上
回
っ
て
い
な
い

こ
と
や
そ
の
繁
茂
状
況
か
ら
、

実
施
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。 

下
刈
り
を
省
略
し
た
箇
所

に
つ
い
て
、
苗
木
の
生
育
及

び
残
存
状
況
等
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
苗
木
の
成
長
に
支
障

が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
結
果
は
、
根

室
振
興
局
、
自
治
体
の
林
務

担
当
者
及
び
事
業
体
な
ど
と

実
施
し
た
現
地
検
討
会
で
も

参
加
者
に
確
認
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 今
後
の
取
組
予
定 

 

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
た
調
査
を
実
施
し
て

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
地
域
の

関
係
者
と
情
報
共
有
を
図
る

と
と
も
に
大
型
機
械
地
拵
の

メ
リ
ッ
ト
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗

の
使
用
に
よ
る
優
位
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
造
林
作

業
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
及
び

軽
労
化
の
普
及
・
定
着
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
民
有

林
支
援
と
し
て
技
術
の
普
及

な
ど
具
体
的
な
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。 

地域課題の解決に向けた取組 

根室地域における造林作業の軽労化に向けて 

根釧東部森林管理署 

羅臼岳 

大型機械地拵実施箇所 

トドマツコンテナ苗（左）

と裸苗 

現地検討会の様子 
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【
管
内
の
概
要
】

清
水
森
林
事
務
所
は
、
十
勝

平
野
の
西
部
、
日
高
山
脈
の
麓

に
広
が
る
清
水
町
に
所
在
し

て
い
ま
す
。
管
理
す
る
国
有
林

は
１
１
、
４
１
６
ha
で
、
清
水

町
管
内
の
森
林
面
積
の
約
６

割
を
占
め
、
剣
山
や
芽
室
岳
な

ど
登
山
者
に
人
気
の
あ
る

山
々
を
有
し
て
い
ま
す
。

【
清
水
町
の
特
色
】

清
水
町
は
農
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
町
で
、
豊
富
な
農
畜

産
物
を
利
用
し
た
食
品
加
工

業
が
盛
ん
で
す
。
「
食
」
の
イ

ベ
ン
ト
も
多
彩
で
、
昨
年
は

「
十
勝
若
牛
ア
ス
パ
ラ
ま
つ

り
」
「
十
勝
清
水
肉
・
丼
ま
つ

り
」
「
十
勝
清
水
に
ん
に
く
肉

ま
つ
り
」
な
ど
、
町
内
外
の
多

く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る

催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
か
な
森
と
自
然
景
観
に
も

恵
ま
れ
、
「
十
勝
清
水
四
景
」

に
選
ば
れ
て
い
る
日
勝
峠
展

望
台
か
ら
は
、
眼
下
に
拡
が
る

十
勝
平
野
と
遠
く
に
浮
か
ぶ

大
雪
連
峰
の
四
季
折
々
の
絶

景
が
、
見
る
人
の
心
に
刻
ま
れ

ま
す
。

【
「
な
つ
ぞ
ら
」
の
ロ
ケ
地
】

昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ

ら
」
は
十
勝
が
舞
台
で
し
た

が
、
清
水
町
に
も
そ
の
ロ
ケ

地
が
あ
り
町
営
円
山
牧
場
周

辺
に
は
記
念
の
看
板
が
設
置

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
足

を
止
め
写
真
撮
影
す
る
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
】

平
成

28

年
８
月
に
台
風

10
号
に
よ
る
未
曾
有
の
大
雨

に
よ
り
管
内
国
有
林
を
流
れ

る
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
や
小
林
川

な
ど
が
氾
濫
し
、
道
路
や
建
物
、

農
業
施
設
等
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
後
、

道
路
等
の
復
旧
と
併
せ
て
、
国

有
林
に
お
い
て
も
大
規
模
に

荒
廃
し
た
林
地
と
渓
流
の
復

旧
に
向
け
、
治
山
ダ
ム
の
整
備

等
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
気
象
条
件
下
に
あ
る

日
勝
峠
付
近
で
は
、
防
風
柵
を

設
置
し
て
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
等

を
植
栽
す
る
「
日
勝
峠
保
安
林

整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
整
備
等
に
併
せ

て
、
地
域
か
ら
の
要
望
で
あ
る

災
害
復
旧
と
事
前
防
災
・
減
災

に
向
け
た
取
組
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。

【
森
林
整
備
事
業
等
】

当
事
務
所
管
内
で
は
、
共

同
事
業
体
に
よ
る
森
林
整
備

事
業
を
６
月
か
ら
11
月
中
旬

ま
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
事

故
も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
、
昨
年
と
「
天

然
力
を
活
用
し
た
多
様
な
森

林
づ
く
り
現
地
検
討
会
」が
実

施
さ
れ
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の

複
層
伐
と
大
型
機
械
に
よ
る

地
拵
え
を
一
体
で
行
う
林
分

に
お
い
て
、
よ
り
良
い
森
林
の

姿
を
模
索
す
る
べ
く
現
地
調

査
と
意
見
交
換
を
行
な
い
ま

し
た
。

【
最
後
に
】

当
事
務
所
管
内
の
国
有
林

に
は
平
成
28
年
の
台
風
に
よ

る
甚
大
な
災
害
の
爪
痕
が
残

っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
治

山
施
設
等
の
設
置
や
日
勝
峠

の
保
安
林
整
備
と
と
も
に
、
森

林
の
保
全
管
理
に
不
可
欠
な

林
道
の
復
旧
な
ど
、
今
後
も
国

有
林
の
現
場
を
担
う
森
林
官

と
し
て
、
そ
の
取
組
を
前
進
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十勝西部森林管理署 
清水森林事務所 

森林官 井上 康宏 右が筆者 

ドラマ「なつぞら」の 
ロケ地

完成が待たれる小林川の 
スリットダム

「十勝清水四景」のひとつ
日勝峠展望台からの眺望 

森林整備の結果として出
材した丸太をグラップル
により整理している土場 

植栽されたアカエゾマツ
と防風柵 
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一
年
間
、
四
季
折
々
の
姿
を
見
せ

る
森
林
が
真
っ
白
に
な
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。 

緑
が
生
い
茂
る
森
林
も
い
い
で

す
が
、
雪
が
積
も
り
真
っ
白
な
冬
の

森
林
に
は
ま
た
違
っ
た
お
も
し
ろ

さ
、
発
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
葉

が
落
ち
て
い
る
た
め
、
夏
よ
り
も
格

段
に
見
通
し
が
よ
く
な
り
、
林
内
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
森
林
の

様
子
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

一
般
的
に
丸
太
を
生
産
す
る
と

い
う
面
に
お
い
て
、
冬
と
夏
で
は
違

い
が
あ
り
ま
す
。
冬
は
高
級
家
具
や

楽
器
材
に
な
る
よ
う
な
良
質
な
丸

太
が
生
産
さ
れ
る
時
期
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

夏
の
場
合
は
生
産
さ
れ
た
丸
太

を
長
期
間
山
に
積
ん
で
お
く
と
、
キ

ク
イ
ム
シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど

の
虫
害
に
よ
り
丸
太
の
品
質
が
落

ち
て
し
ま
う
こ
と
（
丸
太
に
穴
が
あ

く
な
ど
）
が
よ
く
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
冬
に
な
る
と
そ
う
い
っ

た
虫
害
が
発
生
し
に
く
く
、
特
に
良

質
な
丸
太
（
太
い
丸
太
や
長
い
丸
太

な
ど
）
の
生
産
が
適
し
た
時
期
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
の
丸

太
を
積
ん
で
置
く
場
所
に
は
多
く

の
良
質
な
丸
太
が
集
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
北
海
道
の
冬
の
森
林
で
、

夏
と
一
番
違
う
こ
と
は
、
や
は
り
雪

が
積
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
積
も
っ
た
雪
の
上
に
は
車
の

タ
イ
ヤ
痕
や
野
生
動
物
の
足
跡
な

ど
様
々
な
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
野
生
動
物
の
足
跡
は
夏
だ

と
見
つ
け
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
で
す
が
、
積
雪
状
態
で
は
簡
単
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

丸
太
を
積
ん
で
置
く
場
所
は
平

坦
で
開
け
て
い
る
た
め
、
エ
ゾ
シ
カ

や
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど

多
く
の
野
生
動
物
の
足
跡
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
観
察
す
る

際
に
動
物
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
行

動
し
て
い
る
か
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
足
跡
を
観
察
し
て
み
る
と
、
種
類

に
よ
っ
て
足
跡
の
形
だ
け
で
な
く

行
動
も
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
は
非
常
に
特

徴
的
で
、
判
別
も
し
や
す
い
足
跡

で
す
。
ま
た
、
足
跡
は
そ
こ
ら
中

歩
き
回
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
ぐ
ら

い
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
時

に
は
丸
太
に
上
っ
て
周
囲
を
少
し

警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
足

跡
も
あ
り
ま
す
。 

対
し
て
、
ネ
ズ
ミ
は
体
が
小
さ

く
丸
太
の
隙
間
か
ら
隙
間
へ
移
動

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
よ

く
一
直
線
に
足
跡
が
残
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
い
う
足
跡
を
見
て
い
る
と

冬
の
寒
さ
に
も
負
け
ず
懸
命
に
生

き
て
い
る
動
物
た
ち
の
生
命
力
と

そ
れ
を
育
む
森
林
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
ふ
と
し
た
と
き
に
雪

の
上
を
見
て
み
る
と
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

第６話

日高南部森林管理署 

鈴木 陽己 

並べられた良質な丸太 

特徴的なエゾユキウサギの足跡 

自分が歩いた痕跡も

残ります 

夏と冬の違い、見通しがよくなります 
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「各地からの便り」の詳細は  検索 森もりスクエア 

 
 
 
 
 
 

【企画課】 
1 月 9 日、10 日に札幌市の地下歩行空間（チ

カホ）にて第 8 回 CISE(※)サイエンスフェステ
ィバルが開催されました。このイベントでは、
札幌近郊の自然史系博物館や動物園・図書館等
といった社会教育施設、市民団体と大学など研
究機関が協働して、地域の子どもと一般市民に
科学教育の場を提供しています。北海道森林管
理局のテーマは「冬でもできる樹木観察～冬芽
から広がる世界～」冬芽から出された 5 つのミ
ッションにチャレンジしていただきました。2
日間で 1,600 人を超える来場者があり、大盛況
でイベントを終えることができました。皆様も
森や公園で樹木を観察するのはいかがですか。 

 
（※）札幌周辺地域の教育施設が連携し、地域住民への実物科学

教育を進めるネットワークです。 

  
【網走中部森林管理署】 

1 月 24 日に旭川銘木市が開催されました。
今回の銘木市には地元の置戸町から出品したメ
ジロカバ径級 56 センチメートルが、落札の読
み上げで「大台です！」という声に会場ではど
よめきが起こり、樹種別の最高単価を獲得する
ことが出来ました。この丸太は、昨年 11 月初
旬に置戸町の林務担当者より、「町営住宅に隣接
する林地の樹木を居住者の安全のため伐採し、
事業体へ売り払うこととしたが、樹種名や木材
の価値、販売方法などについてアドバイスが欲
しい。」との依頼があり、樹種の確認や採材の指
導等について、森林管理署に依頼があり、指導
と併せて銘木市への出品を提案しました。 

今後も、このような支援と連携を積み上げて
いくことが重要だと、改めて実感しています。 

 
【十勝東部森林管理署】 

1 月 22 日、当署職員を対象にした QGIS（※）

勉強会を開催しました。QGIS は、造林や造材

の実施計画図の作成や森林作業道の記録、面積

測量に活用できるほか、データファイルを送る

だけで図面の共有を簡単に行うことができるた

め、各方面で活用が進んでいます。今回の勉強
会では QGISの操作方法や基本的な使用例を解
説した職員手作りのマニュアルを使って行いま
した。事後アンケートでは、9 割以上の回答者
から今後の業務に QGISを活用したいと回答が
あり、多くの職員に QGISの利便性を感じても
らうことができました。今後は、職員内での活
用をすすめ、業務の効率化、省力化を図ってい
きます。（※）無料で公開されている GIS ソフト 

CISE サイエンス 
フェスティバル 

置戸町と連携した
銘木市への出品 

QGIS（地理情報シ
ステム）の勉強会
を実施 

  
【西紋別支署】 

1 月 27 日、滝上町、滝上町森林組合、滝上

林業協同組合等と西紋別支署で構成される「滝

上みどりの森林推進協議会」が、江本木材産業

株式会社の社有林において滝上小学校と濁川小

学校の児童を対象にした森林環境教育で間伐作

業を見学しました。現場では、高性能林業機械

を使用した立木の伐倒・枝払い・玉切りの一連

の作業を見学し、児童からは「カッコいい！」、

「すごい！」と声が上がり、あっという間に伐

倒から玉切りまでを行い、機械の動作や木が倒

れる迫力に驚き興味津々な様子でした。今年度、

苗木の生産から伐採、さらに製材までの一連の

流れを見学したことで、林業について理解を深

めてもらえたのではないかと思います。 

滝上小学校・濁川小学校
合同で「間伐現場見学」
を実施 
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令
和
元
年
度
「
森
づ
く
り
活

動
発
表
会
」
の
開
催 

 

石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
山
渓
中
学

校
、
N

P

O
団
体
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
内
容
を
報
告
す
る
「
森

づ
く
り
活
動
発
表
会
」
を
毎
年
開

催
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
の
発
表
会
に
つ
い
て

は
、
定
山
渓
中
学
校
は
植
林
活
動
、

環
境
保
全
活
動
の
取
組
を
、
国
有

林
は
森
林
・
林
業
に
関
す
る
技
術

開
発
と
そ
の
普
及
・
支
援
、
森
林

と
の
ふ
れ
あ
い
、
森
林
教
室
な
ど

の
取
組
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し

て
、
次
の
と
お
り
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。 

・
日
時 

２
月
26
日
（
水
） 

 
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

・
場
所 

札
幌
市
立 

定
山
渓
中
学
校
体
育
館 

 

札
幌
市
南
区 

定
山
渓
温
泉
西
１
番
31
号 

 

※
詳
し
く
は
、
石
狩
地
域
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

電
話 

０
１
１-

６
２
２-

５
１
１
４ 

F

A

X
０
１
１-

８
０
５-

０
２
０
１ 

      
 

      
 

 

冬
の
晴
れ
間
に
、
利
尻
山
を
カ

メ
ラ
に
納
め
ま
し
た
。 

独
立
峰
の
姿
は
、「
利
尻
富
士
」

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
壮
大
で

す
が
、
南
側
の
猛
々
し
い
表
情
に

驚
き
ま
し
た
。 

試
み
に
、
島
の
周
辺
か
ら
様
々

な
利
尻
山
を
写
し
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。 

撮
影
結
果
を
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

掲
載
し
ま
し
た
の 

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

編
集
後
記 

「
北
の
森
林
国
有
林
」
も
本
誌
で

号
を
迎
え
ま
し
た
。
引
き
続
き

北
海
道
国
有
林
の
取
組
を
わ
か

り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
情

報
し
て
い
き
ま
す
。 

今
月
の
表
紙 

も り 

広報 「北の森林 国有林」2 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 番 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
F A X 011-622-5194 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 
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